
令和８年２月定例会
総括質問 市政を問う市政を問う

定例会では３月４日から５日にかけて総括質問が行われ、15人の議員が質問に立ちました。
その主な内容を、紙面の都合上、１人２項目以内に要約して掲載しました。
発言内容は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

※各議員のＱＲコードを読み取っていただくと、それぞれの総括質問をご覧いただけます。

詳細な内容は、三原市議会ホームページで閲覧できますのでご覧ください。
三原市議会 会議録検索　　三原市議会YouTube

（会議録公表は、議会終了後おおむね３ヵ月を要しますのでご了承ください。）

え
て
い
る
。

大
草
三
原
線
の
改
良
工
事
促
進
に
つ

い
て

問
県
道
３
４
４
号
大
草
三
原
線
の
山

陽
新
幹
線
高
架
下
か
ら
国
道
２
号
長
谷

橋
付
近
ま
で
の
道
路
は
幅
員
が
狭
く
、

対
面
通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
道
路
は
第
五
中
学
校
の
通
学

路
で
も
あ
り
、
沼
北
地
区
か
ら
早
期
改

善
の
要
望
が
毎
年
出
さ
れ
て
い
る
。
令

和
８
年
度
か
ら
の
広
島
県
道
路
整
備
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
県
道
大
草
三
原
線
の
山
陽
新
幹
線

高
架
下
か
ら
国
道
２
号
ま
で
の
区
間
に

お
け
る
改
良
工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
十
分
認
識
し
て
い
る
。
市
が
行
う

主
要
事
業
提
案
等
を
通
じ
て
、
県
に
対

し
強
く
改
良
工
事
の
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
、
県
が
進
め
て
い
る

次
期
道
路
整
備
計
画
へ
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

小
規
模
農
家
の
農
地
維
持
保
全
対
策
は

問
三
原
市
の
農
業
経
営
面
積
の
約

70
％
を
占
め
る
小
規
模
農
家
は
、
こ
れ

か
ら
２
年
３
年
後
に
は
高
齢
化
が
さ
ら

に
進
み
、
担
い
手
不
足
、
肥
料
や
機
械

代
金
高
騰
な
ど
の
要
因
で
、
農
地
の
維

持
保
全
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

　
機
械
が
壊
れ
る
の
が
先
か
、
自
分
の

体
力
の
限
界
が
先
か
と
毎
年
考
え
て
い

る
。
農
業
受
託
組
織
で
の
人
的
支
援
、

機
械
支
援
な
ど
、
支
援
制
度
を
整
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
地
域
農
業
は
大
き
く
２
つ
に
分
類

さ
れ
、
小
規
模
経
営
農
家
が
農
業
・
農

村
を
維
持
継
続
し
て
い
く
地
域
保
全
型

農
業
と
、
事
業
と
し
て
安
定
的
に
収
益

を
上
げ
る
発
展
型
農
業
が
あ
る
。
体
力

的
な
限
界
や
機
械
更
新
の
負
担
な
ど

で
、
農
業
経
営
の
継
続
を
迷
っ
て
い
る

小
規
模
経
営
農
家
に
対
す
る
人
的
及
び

作
業
受
託
等
の
機
能
を
備
え
た
法
人
や

小
規
模
農
家
も
包
含
す
る
法
人
間
連
携

の
新
た
な
仕
組
み
を
法
人
間
連
携
に
意

欲
あ
る
法
人
に
提
案
し
た
。
地
域
保
全

型
農
業
に
お
い
て
も
労
力
や
経
費
の
負

担
軽
減
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業
モ

デ
ル
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
性

化
に
も
結
び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
考

陶
すえ

 範
のり

昭
あき

〈
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
〉

▪�

企
業
誘
致
に
つ
い
て

▪�

農
業
振
興
に
つ
い
て

▪�

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

▪�

生
徒
が
安
全
に
通
学
で
き
る
対
策
に
つ
い
て

▪�

県
道
大
草
三
原
線
の
改
良
工
事
促
進
に
つ
い
て

田植えにむけての耕運作業
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推
進
す
る
と
と
も
に
、
効
果
検
証
と
改

善
を
毎
年
度
実
施
し
て
い
く
。

空
き
家
の
減
少
に
向
け
た
対
策
に
つ

い
て

問
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

答
活
用
可
能
な
空
き
家
の
掘
り
起
こ

し
や
利
用
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

通
じ
て
、
流
通
促
進
や
移
住
・
定
住
に

つ
な
げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

問
空
き
家
対
策
に
関
連
す
る
補
助
制

度
に
つ
い
て
問
う
。　

答
「
空
き
家
改
修
等
支
援
事
業
」
に

よ
り
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
条
件

に
、
改
修
費
等
を
補
助
す
る
ほ
か
、

「
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ホ
ー
ム
応
援
事

業
」
に
よ
り
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。

問
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
に
つ

い
て
問
う
。

答
一
法

人
を
指
定

し
、
官
民

連
携
に
よ

る
対
策
の

推
進
体
制

が
強
化
さ

れ
た
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問
少
子
化
対
策
に
お
け
る
、
保
育
料

の
全
年
齢
無
償
化
に
つ
い
て
問
う
。

答
本
市
に
お
い
て
も
少
子
化
が
著
し

く
進
行
し
て
い
る
。
独
自
の
子
育
て
支

援
策
と
し
て
、
第
二
子
以
降
の
保
育
料

の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
は
、
国
が
策
定
し
て
い

る
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
に
基
づ
い
て

国
策
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

る
。
本
市
で
保
育
料
を
全
年
齢
無
償
化

し
た
場
合
、
約
２
憶
２
千
万
円
の
独
自

財
源
が
毎
年
必
要
と
な
る
。
全
国
市
長

会
な
ど
を
通
じ
て
国
へ
強
く
要
望
し
、

近
隣
市
町
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。　

問
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
」
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
問
う
。

答
主
に
移
住
・
関
係
人
口
の
獲
得
を

進
め
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
と
、
定
住
人
口
の
流
出
抑

制
を
目
的
に
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」を
定
め
、取
り
組
ん
で
い
る
。

　
特
に
「
総
合
戦
略
」
で
は
、
20
～
40

歳
代
の
地
元
回
帰
、
さ
ら
に
移
住
促

進
・
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
充
実

な
ど
の
施
策
を
包
括
的
か
つ
横
断
的
に

高
たか

木
き

 武
たけ

子
こ

▪�

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

▪�

空
き
家
の
減
少
に
向
け
た
対
策
に

つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
市
外
か
ら
本

市
に
直
接
入
る
重
要
な
財
源
で
あ
る
と

と
も
に
、
三
原
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
と
の
関
係
づ
く
り
の
政
策
で
も
あ

る
。
活
用
状
況
の
発
信
に
つ
い
て
、
事

業
報
告
だ
け
で
な
く
、
成
果
や
地
域
の

変
化
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
取
組
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
三

原
で
し
か
体
験
で
き
な
い
魅
力
あ
る
体

験
型
返
礼
品
の
開
発
を
進
め
る
考
え
は

あ
る
の
か
問
う
。

答
寄
附
者
に
成
果
が
伝
わ
る
情
報
発

信
を
強
化
し
、
体
験
型
返
礼
品
の
開
発

を
事
業
者
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

意
見
制
度
の
充
実
と
関
係
人
口
の
拡

大
を
期
待
す
る
。

今
後
の
地
域
経
済
の
方
向
性
に
つ
い
て

問
宿
泊
税
導
入
な
ど
観
光
振
興
の
強

化
は
理
解
す
る
が
、
大
切
な
の
は
に
ぎ

わ
い
を
日
常
の
元
気
へ
つ
な
げ
る
こ
と

で
あ
る
。
観
光
で
訪
れ
た
人
の
流
れ
を

地
元
消
費
に
つ
な
げ
、
市
内
で
お
金
が

回
る
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
問
う
。

答
企
業
誘
致
や
観
光
振
興
に
よ
る
資

金
流
入
の
拡
大
と
、
市
外
へ
の
資
金
流

出
の
抑
制
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
市

内
事
業
者
へ
の
優
先
発
注
や
消
費
喚
起

策
を
通
じ
た
店
舗
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
、
地

域
経
済
循
環
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
地
域
に
入
っ
た
お
金
は
、
そ
の
後

ど
れ
だ
け
市
内
で
使
わ
れ
る
か
に
よ
っ

て
経
済
効
果
が
大
き
く
変
わ
る
。
観
光

や
企
業
誘
致
な
ど
で
得
た
お
金
が
三
原

で
ど
の
程
度
循
環
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
今
後
の
施
策
に
ど
う
生
か
し
て
い

く
の
か
問
う
。

答
地
域
経
済
循
環
の
視
点
は
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
数
値
化
に
は
難
し
い

面
も
あ
る
が
、
今
後
の
施
策
の
中
で
意

識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見
外
か
ら
呼
び
込
み
、
地
域
で
回

す
視
点
が
重
要
と
考
え
る
。
今
後
の
施

策
に
期
待
す
る
。

石
いし

井
い

 克
かつ

昭
あき

▪�

来
年
度
以
降
の
地
域
経
済
に
対
す

る
考
え
方
に
つ
い
て

▪�

ふ
る
さ
と
納
税
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

▪�

市
の
発
注
の
あ
り
方
と
公
正
な
取

引
の
確
保
に
つ
い
て

市内で使ったお金の一部が
次の消費につながるイメージ

空き家の減少に向けた対策を
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会
計
年
度
任
用
職
員
の
経
験
を
生
か

す
採
用
試
験
に
つ
い
て

問
本
市
の
職
員
不
足
を
懸
念
し
、
職

員
の
確
保
を
目
的
と
し
た
新
規
事
業
が

予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
働
く
会
計
年
度
任
用
職
員

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
変
わ
り
、

常
勤
職
員
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
常

勤
職
員
に
な
る
た
め
の
内
部
試
験
な
ど

の
制
度
は
あ
る
か
。

答
会
計
年
度
任
用
職
員
の
意
欲
と
能

力
を
活
か
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
、
社
会
人
経
験
者
向

け
採
用
試
験
の
年
齢
上
限
を
45
歳
に
引

き
上
げ
、
育
児
後
に
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

を
希
望
す
る
方
な
ど
も
受
験
し
や
す
い

環
境
を
整
え
た
。

今
後
も
柔
軟
な
採
用
制
度
を
検
討
し
、

多
様
で
有
能
な
人
材
の
確
保
に
努
め

る
。

公
共
工
事
施
工
時
期
の
平
準
化
に
つ

い
て

問
公
共
工
事
の
安
全
確
保
、
担
い
手

確
保
の
観
点
か
ら
、
施
工
時
期
が
年
間

を
通
じ
て
偏
ら
な
い
計
画
的
な
発
注
が

重
要
と
考
え
る
。
偏
る
理
由
は
、
予
算

化
さ
れ
た
事
業
を
年
度
内
に
終
え
る
原

則
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本

市
で
は
施
工
時
期
の
平
準
化
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

答
本
市
で
は
、
年
２
回
の
建
設
工
事

発
注
見
通
し
の
公
表
に
よ
り
、
事
業
者

が
入
札
参
加
の
計
画
を
立
て
や
す
い
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
同
一
工
種
の

着
手
時
期
が
重
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
予
め
工
期
が
翌
年
度
に
ま
た

が
る
こ
と
を
約
束
す
る
債
務
負
担
行
為

を
活
用
し
て
適
正
工
期
を
確
保
し
、
柔

軟
な
発
注
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
他

市
の
事
例
を
研
究
し
、
取
組
の
充
実
を

図
る
。

小
こ

林
ばやし

 香
か

代
よ

▪�

長
期
総
合
計
画
実
現
に
向
け
た
行

財
政
運
営
に
つ
い
て

▪�

公
共
工
事
の
施
工
時
期
の
平
準
化

に
つ
い
て

▪�

職
員
の
確
保
に
つ
い
て

問
他
市
の
事
例
の
よ
う
に
、
本
市
も

産
廃
処
分
場
反
対
都
市
宣
言
の
大
型
懸

垂
幕
を
掲
示
し
、
環
境
保
全
に
本
気
で

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
は
ど
う
か
。

答
懸
垂
幕
の
掲
示
は
、
必
ず
し
も
環

境
保
全
や
不
安
払
拭
に
つ
な
が
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。
今
後
も
水
質
検

査
や
県
へ
の
要
望
な
ど
の
取
組
を
継
続

し
て
い
く
。

公
共
事
業
の
原
則
市
内
発
注
に
つ
い
て

問
本
市
で
は
、
斎
場
、
図
書
館
、
給

食
、
運
動
公
園
、
福
祉
施
設
、
広
報
み

は
ら
も
市
外
に
発
注
し
て
い
る
、
本
市

経
済
活
性
化
の
た
め
に
は
、
原
則
市
内

業
者
に
発
注
し
、
ご
み
処
理
業
も
含
め

下
請
ま
で
適
正
価
格
の
確
認
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
本
市
で
は
、
適
正
価
格
で
の
市
内

業
者
発
注
に
務
め
て
い
る
。
市
内
応
募

の
な
い
場
合
は
市
外
発
注
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
内
業
者
か
ら
新
た
な
応
募
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
育
成
支
援
等
必
要

な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

本
郷
産
廃
処
分
場
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問
水
質
検
査
結
果
を
真
っ
黒
に
塗
り

な
が
ら
、
隠
蔽
で
な
く
部
分
公
開
だ
と

発
言
さ
れ
た
。
真
っ
黒
な
部
分
の
ど
こ

を
公
開
し
て
い
る
の
か
。

答
情
報
公
開
条
例
に
基
き
部
分
公
開

し
た
も
の
で
あ
り
、
適
正
に
処
理
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
隣
接
者
の
同
意
書
が
林
地
開
発
許

可
に
必
要
な
こ
と
は
森
林
法
に
明
確
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
広
島
県
や
弁
護
士

に
確
認
も
せ
ず
不
要
と
判
断
す
る
の
は

お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
私
は
林
野

庁
に
も
電
話
し
必
要
書
類
と
確
認
し
て

い
る
。

答
一
律
に
同
意
書
の
提
出
を
義
務
付

け
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
お

り
、
県
も
同
様
の
取
り
扱
い
を
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
法
的
解
釈
は
不
要

な
た
め
弁
護
士
に
は
相
談
し
て
い
な

い
。

角
すみ

広
ひろ

 寛
ゆたか

▪�

産
廃
処
分
場
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▪�

次
期
も
や
す
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

▪�

不
登
校
を
減
ら
す
た
め
の
対
応
に
つ
い
て

▪�

全
公
共
事
業
の
市
内
発
注
に
よ
る

活
性
化
に
つ
い
て

水質検査結果部分は黒塗り

大型懸垂幕の
設置を
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総　　括　　質　　問

問
近
年
の
温
暖
化
が
暮
ら
し
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
ご
み
焼

却
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
は
喫
緊
の

課
題
で
は
な
い
か
。

答
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
視
点
も
重
視
し
、

経
費
の
削
減
を
図
り
つ
つ
着
実
に
取
り

組
み
た
い
。

包
括
的
性
教
育
の
現
状
と
課
題
は

問
子
ど
も
た
ち
は
ネ
ッ
ト
や
メ
デ
ィ

ア
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
性
情
報
に
触
れ
、
重
要

犯
罪
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な
る
危
険

が
増
し
て
い
る
。
世
界
の
標
準
と
な
っ

て
い
る
包
括
的
性
教
育
を
全
校
で
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
外
部
講

師
も
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

答
性
に
関
す
る
歪
ん
だ
情
報
の
氾
濫

が
子
ど
も
の
安
全
と
尊
厳
を
脅
か
す
重

大
な
問
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
学
習

指
導
要
領
に
沿
っ
て
命
の
安
全
教
育
を

基
本
に
す
す
め
る
。
外
部
講
師
の
活
用

な
ど
、
学
校
側
の
主
体
的
な
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
く
。

再
延
命
化
す
る
も
や
す
ご
み
処
理
施

設
の
事
業
費
縮
減
を

問
も
や
す
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
再
延
命
化
を
決
め
た
が
、
本
市
の
負

担
額
は
１
７
７
億
円
と
な
る
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
だ
。
事
業
費
の
縮
減
に

つ
い
て
３
点
問
う
。

①
価
格
の
透
明
性
や
契
約
の
公
平
性
に

つ
い
て
。
②
41
億
円
の
最
終
処
分
場
の

拡
張
工
事
や
31
億
円
の
浸
出
水
処
理
施

設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
も
再
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。
③
ご
み
減
量

化
と
再
資
源
化
を
促
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
①
既
存
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
提
案
通

り
に
更
新
す
る
設
備
を
選
定
す
る
の
で

は
な
く
、
事
業
費
に
つ
い
て
も
他
の
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
、
妥
当
性
の

あ
る
積
算
や
公
平
性
が
担
保
さ
れ
る
発

注
方
法
を
検
討
す
る
。

②
現
在
の
出
島
処
分
場
へ
の
焼
却
灰
等

の
搬
入
は
で
き
る
限
り
継
続
し
た
い
。

処
分
量
の
精
査
を
行
い
な
が
ら
投
資
が

最
小
限
と
な
る
よ
う
判
断
し
て
い
く
。

③
特
に
事
業
系
ご
み
の
減
量
化
と
再
資

源
化
に
は
課
題
が
あ
り
、
実
態
把
握
を

行
い
効
果
的
な
具
体
策
を
検
討
し
て
い

く
。

寺
てら

田
だ

 元
もと

子
こ

▪�「
再
延
命
化
」
方
針
と
し
た
次
期
も
や

す
ご
み
処
理
施
設
の
総
事
業
費
縮
減
に

つ
い
て

▪�

包
括
的
性
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

▪�

火
災
等
の
被
災
者
に
す
み
や
か
に
各
種

制
度
が
届
く
よ
う
に
す
べ
き
に
つ
い
て

積
さ
れ
や
す
い
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、

危
険
性
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

答
農
林
水
産
省
が
令
和
６
年
度
に
実

施
し
た
、
環
境
中
の
水
に
係
る
暫
定
指

針
値
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合

計
で
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
ℓ
を
超
え
て
い

る
河
川
な
ど
か
ら
取
水
す
る
水
田
に
お

け
る
研
究
結
果
で
は
、
収
穫
さ
れ
た
玄

米
中
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
濃
度
は
定
量
下
限
未

満
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
濃
度
は
平
均
７
ナ
ノ
グ

ラ
ム
／
ℓ
と
な
っ
て
お
り
、
水
田
土
壌

や
農
業
用
水
の
浄
化
等
の
特
別
な
対
策

は
不
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

問
尋
ね
て
い
る
の
は
、
蓄
積
し
や
す

い
性
質
で
、
今
の
基
準
は
あ
く
ま
で
も

暫
定
基
準
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
か

ら
ど
う
蓄
積
し
、
人
体
や
、
生
物
に
影

響
を
与
え
る
か
分
か
ら
な
い
の
に
安
全

と
い
わ
れ
て
も
納
得
で
き
な
い
。

答
ま
だ
、
知
見
が
十
分
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
知
見
の
集
積
に
努

め
て
い
く
。

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

問
令
和
７
年
４
月
14
日
に
県
教
育
長

が
発
し
た
「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く

り
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
周
知
の

遅
れ
の
背
景
は
。

答
４
月
25
日
に
各
学
校
へ
通
知
し
、

心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
組
織
風

土
づ
く
り
の
取
組
を
指
示
し
た
。
６
月

議
会
で
議
員
か
ら
指
摘
を
受
け
、
再
度

周
知
を
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

問
４
月
14
日
に
発
せ
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
内
容
が
な
ぜ
、
８
月
26
日
に

よ
う
や
く
校
内
で
話
さ
れ
た
の
か
。
遅

い
の
で
は
な
い
か
。

答
８
月
26
日
に
実
施
し
た
学
校
は
、

全
職
員
が
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
日
に
な
っ
た
。

問
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
「
安
全
・

安
心
」
な
学
校
づ
く
り
は
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。
打
刻
の
正
確
さ
と
、
持

ち
帰
り
残
業
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
入
退
校
の
正
確
さ
や
、
持
ち
帰
り

残
業
に
つ
い
て
は
、
校
園
長
会
議
等
を

通
じ
て
適
正
に
す
る
よ
う
繰
り
返
し
指

導
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
安
全
性
に
つ
い
て

問
資
料
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
分

解
さ
れ
に
く
く
、
人
体
や
生
物
内
に
蓄

政
まさ

平
ひら

 智
とも

春
はる

▪�

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

▪�

学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
の
実
施

に
つ
い
て

▪�

県
立
高
等
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

▪�

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
安
全
性
に
つ
い
て

茶山崖頭首工
沼田東、長谷方面へ
取水・送水している

最終処分場(奥)や
浸出水処理施設(手前)

の延命化も必要
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